
高付加価値･
高機能建材を探せ！

特 集

スズキ機工株式会社
注目企業を訪ねる

ここでちょっと一息 Coffee Break

住生活月間に考える、
木造住宅とビルダーのこれから
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高
級
品
志
向
が
強
い
住
宅
設
備

—

住
設
・
建
材
商
品
の
高
付
加
価
値
化
・

高
機
能
化
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

石
井
：
住
宅
設
備
と
建
材
の
市
場
規
模
は
、

２
０
１
６
年
実
績
で
５
兆
１
０
４
６
億
円

で
す
。
今
後
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
減

少
に
伴
い
、
市
場
は
横
ば
い
か
ら
縮
小
傾

向
に
推
移
し
て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
住
宅
設
備
と
建
材
の
高
付

加
価
値
化
・
高
機
能
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
レ
ー
ド
別
市
場
構
成
比
で
は
、
住
宅

設
備
も
建
材
も
普
及
品
は
32
％
台
と
同
じ

な
の
で
す
が
、
高
級
品
だ
け
を
見
る
と
住

設
は
24
・
７
％
、
建
材
は
11
・
１
％
と
、
約

２
倍
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

—
 

高
級
品
比
率
に
差
が
付
く
要
因
は
？

石
井
：
住
宅
設
備
は
建
材
に
比
べ
て
目
に

見
え
や
す
い
価
値
や
機
能
を
商
品
に
付
け

や
す
く
、
か
つ
ユ
ー
ザ
ー
に
分
か
り
や
す

い
機
能
は
価
格
に
転
嫁
で
き
る
の
で
開
発

が
進
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
主
要
設
備
機
器

メ
ー
カ
ー
は
設
備
機
器
の
素
材
・
原
料
開

発
も
行
っ
て
お
り
（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
や
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
有

機
ガ
ラ
ス
な
ど
）、
原
料
を
製
品
に
落
と
し

込
む
垂
直
統
合
展
開
で
訴
求
力
を
高
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
の
需
要

も
多
く
、
そ
の
際
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
直
接
、

高
グ
レ
ー
ド
の
商
品
提
案
・
訴
求
が
で
き

る
こ
と
や
、
商
品
の
宣
伝
・
広
告
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
打
ち
や
す
い
点
も
高
級
品

が
伸
び
る
理
由
で
す
。

 

一
方
、
建
材
は
価
格
要
求
の
強
い
新
築

向
け
の
比
率
が
高
い
の
で
、
高
付
加
価
値

品
を
作
っ
て
も
、
サ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
（
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
）
の
価
格
要
求
の

壁
が
厚
く
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
そ
の
た
め
な
か
な
か
高
級
品
の
比

率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

機
能
性
素
材
の
応
用
に
期
待

—
 

注
目
さ
れ
る
高
機
能
建
材
と
は
？

土
屋
：
建
材
に
関
し
て
は
、
機
能
性
よ
り

意
匠
性
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
機
能
性
素
材
の
開
発
が

進
み
、
そ
れ
を
採
用
し
た
高
機
能
建
材
も

住宅市場は、少子化による住宅一次購入層の減少などで、
新設住宅着工戸数の減少がこれからも予想される。

建材の流通業者の今後の方向性の一つとして、
高付加価値･高機能製品（すなわち、各メーカーが定義する中・高級品）の販売強化が進むことが考えられる。

これらの市場を調査した､ 富士経済の報告書「2017年版 住設建材マーケティング便覧」によると、
市場規模約5兆円（2016年）のうち中・高級品が67％を占めている。

今号では、この調査に携わったお二人方に
住宅設備とそれ以外の建材（以下、建材）の市場動向をうかがい、
後半は編集室が注目する「高付加価値･高機能製品」を紹介する。

高付加価値･
高機能建材を探せ！

特  集

株式会社富士経済
大阪マーケティング本部第三部

主任

土屋 研二氏

株式会社富士経済
大阪マーケティング本部第三部

主任

石井 優
ま さ る

氏

こ
と
が
大
切
で
す
。
た
だ
住
宅
関
連
に
限

ら
ず
、
自
分
の
こ
だ
わ
り
に
は
お
金
を
か

け
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
欲
し
い
人
に
鋭
く
突
き
刺
さ
る
コ
ン

セ
プ
ト
や
機
能
を
持
つ
商
品
は
、
ヒ
ッ
ト

し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味

で
高
付
加
価
値
品
の
訴
求
力
は
高
い
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

—
 

販
売
面
に
お
け
る
課
題
は
？

土
屋
：
高
付
加
価
値
・
高
機
能
建
材
は
、

開
発
自
体
は
可
能
で
も
、
提
供
価
値
の
価

格
転
嫁
が
可
能
な
チ
ャ
ネ
ル
、
用
途
、
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
販
促
・
訴
求
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
印
象
で
す
。
特
に
新
築
向
け
中
心
の

流
通
か
ら
の
脱
却
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費

用
の
負
担
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
価
値
認

知
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

—
	

今
後
求
め
ら
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
？

石
井
：
最
近
、
快
適
で
健
康
に
配
慮
し
た

「
ウ
エ
ル
ネ
ス
建
築
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、

各
建
設
会
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ

エ
ル
ネ
ス
と
い
う
価
値
観
は
、
健
康
長
寿

や
介
護
福
祉
問
題
と
も
絡
め
て
、
時
代
の

要
請
だ
と
思
い
ま
す
。
消
臭
や
抗
ウ
イ
ル

ス
、
抗
ア
レ
ル
ゲ
ン
な
ど
の
機
能
面
は
勿

論
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
は
〝
認
知
症
予
防
〟

や
〝
知
的
生
産
性
向
上
〟
な
ど
色
や
デ
ザ

イ
ン
面
に
お
け
る
価
値
提
案
と
市
場
定
着
・

浸
透
に
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
出
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
、「
抗
菌
機
能
」
を
一
歩

進
め
た
、「
抗
ア
レ
ル
ゲ
ン
機
能
」
の
壁
紙

や
床
材
な
ど
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ

の
対
応
ニ
ー
ズ
は
増
え
て
お
り
、
抗
ア
レ

ル
ゲ
ン
剤
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
フ
ィ
ル
ム

貼
り
で
、
花
粉
や
ダ
ニ
な
ど
の
ア
レ
ル
ゲ

ン
の
働
き
を
抑
制
し
ま
す
（
図
２
）。

　

抗
菌
は
す
で
に
中
級
品
で
は
当
た
り
前

の
機
能
に
な
り
、
新
た
な
価
値
を
付
け
な

い
と
、
建
材
の
価
格
維
持
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。
現
在
は
さ
ら
に
上
位
の
「
抗
ウ

イ
ル
ス
機
能
」
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
将
来
性
が
見
込
ま
れ
る
機
能

性
素
材
に
、
セ
ル
フ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能

を
も
つ
「
光
触
媒
用
酸
化
チ
タ
ン
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
も
従
来
の
太
陽
の
紫
外
光

で
は
な
く
、「
可
視
光
応
答
型
」
と
い
う
室

内
で
も
使
用
で
き
る
光
触
媒
機
能
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ビ
デ
ン
ス
と
法
整
備

が
整
い
、
広
く
壁
材
や
ク
ロ
ス
な
ど
の
内

装
材
に
採
用
さ
れ
れ
ば
、
高
機
能
建
材
と

し
て
一
気
に
需
要
が
拡
が
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

—
 

意
匠
性
で
注
目
さ
れ
る
建
材
は
？

石
井
：
今
ま
で
は
普
及
品
と
見
ら
れ
が
ち

だ
っ
た
化
粧
シ
ー
ト
床
材
が
、
最
近
の
印
刷

技
術
の
発
展
に
よ
り
、
本
物
と
見
間
違
え
る

ほ
ど
上
質
な
製
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

土
屋
：
外
壁
の
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
も
印
刷
技

術
の
向
上
で
、
レ
ン
ガ
や
メ
タ
リ
ッ
ク
な
質

感
ま
で
再
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
物

の
風
合
い
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

—
 

住
宅
設
備
の
イ
チ
オ
シ
は
？

石
井
：
衛
生
設
備
機
器
周
辺
で
は
、
新
し

い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
作
ろ
う
と
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
30
年
以
上
前
の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
、
今
な
ら
、
ス
パ
を
意
識
し
た

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
ス
パ
ー
ジ
ュ
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
の
商
品
は
地
続
き
で
機
能
を
上
げ
る

方
向
性
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
座
標
軸
の

違
う
価
値
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
非
常
に
面
白
い
動
き
で

す
が
、
新
し
い
価
値
や
提
案
の
浸
透
に
は

時
間
が
か
か
る
の
で
、
よ
り
息
の
長
い
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
排
便
し
た
と
き
に
バ
イ
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
ト
イ
レ
」
も
有
望
株
で
す
。「
あ
な
た

の
今
日
の
健
康
指
数
を
評
価
す
る
」
と
い
っ

た
ア
プ
ロ
ー
チ
や
開
発
は
、
継
続
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

—
 

売
れ
る
商
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か
。

石
井
：
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
デ
ザ
イ
ン
や

機
能
性
に
対
し
、「
高
す
ぎ
な
い
」
価
格
、

「
納
得
感
」
の
あ
る
価
格
で
提
供
で
き
る

図2. 機能性素材の一例

図1. 住宅設備とそれ以外の建材のグレード別市場特性

出所：株式会社LIXILの資料を基に作成

出所：株式会社富士経済の資料を基に作成

高
級
品

中
級
品

普
及
品

ポイント ポイントサ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
の

価
格
要
求
の
壁

※比率は金額ベース

24.7
％

42.6
％
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％
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％
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％

32.6
％

住宅設備 建 材

24.7
％

42.6
％

32.7
％
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％
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％

32.6
％

玄関内床「アレルピュア エントランスフロア」

住まいに存在する環境アレルゲンが「アレルピュア」に触れると、タイル表面
にコートされている抗アレルゲン剤がその働きを抑制する。

機能訴求によ
る価格転嫁
リフォーム提
案時の線引き

高い意匠性、高効率、
多機能、自動化、
多設備連携等

意匠性、高機能化
（防汚、清掃性、
省エネ、節水等）

単機能、低価格、
標準機能

（抗菌・防カビ）

高断熱、防犯性、
意匠性、高級感、
ネットワーク連動

機能性
（抗菌、防汚、高耐久性、

消臭、抗ウイルス、
抗アレルゲン、耐候性、

長寿命、高断熱等）

低価格、耐久性、
シンプル
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桐独特の気泡構造は、天然の発泡スチロールといってよいくら
い断熱・保温効果に優れ、さらに柔らかく安全で、温もりと安ら
ぎを与えてくれる。柾引きしたＡグレードの桐板を、その特性
と質感を生かす特殊塗装で手入れの簡単な床材に仕上げた。

注目ポイント

①	断熱効果、保温効果に優れ、結露も発生しない
②	桐材に多く含まれるタンニンが抗菌効果、防虫効果を発揮
③	独自開発の撥水性塗料で調湿効果を保つ
④	復元力があるためへこみなどは水とアイロンで修復できる
⑤	製品加工はMADE IN JAPAN

冬の冷えを伝えない心地よい天然の床暖

「桐床“桐暖”」
高性能５層ガラスで高断熱の窓を実現

「レガリス」

株式会社イシモク　　お問い合わせ　0256-53-4111　　URL　http://www.ishimoku.co.jp/

株式会社LIXIL
お問い合わせ　0120-126-001　
URL　http://www.lixil.co.jp/

編集部が
高付加価値
建材・住

注目する
・高機能の
宅設備

世界初の「高性能５層ガラス」を開発。遮熱性の高いLow-Eグリー
ンガラスと透明性の高いLow-Eクリアガラスを適所に多層化して
アルゴンガスを投入。独自の技術で軽量化、透明性、耐久性の確保
など、従来の高断熱化における課題をクリアし、窓の開放性はその
ままに壁とほぼ同等の断熱性能を実現した。

注目ポイント

①	Low-Eガラスの最適な組み合わせで断熱性と透明性を確保
②	特殊薄板ガラスを使用し、トリプルガラスと同等の軽さに
③	フレームを約10％スリム化して、ガラス面積を５％拡大
④	独自のフレーム構造の開発で断熱性と耐久性を向上

特  集

高付加価値・
高機能建材を探せ！

国産材の杉・桧の素材感を生かした凹凸加工のデザインを
施し、木の美しさ、温もり、肌触り、香りを堪能できるぜ
いたくな壁材。「スクエアタイプ」や長尺の「ボーダータイ
プ」、薄型の「スリムタイプ（天井にも施工可）」で空間を演
出できる。
注目ポイント

①	木肌の風合いや表情を楽しめる、素材感を生かした凹
凸加工

②	「スクエア」「ボーダー」「スリム」の３タイプを用意
③	独自の加工技術で杉・桧の調湿機能を最大限に引き出
した調湿建材

④	経年による色変化は自然素材ならではの味わい

木の素材感を心ゆくまで堪能できる国産材パネル　

「壁材クールジャパンシリーズ」

朝日ウッドテック株式会社　　
お問い合わせ　06-6245-9505　　
URL　https://www.woodtec.co.jp/

熱やキズ、汚れに優れた耐久性を発揮するセラミックは、理想的な次世代のワークトップ素材といえる。
焼きものならではの繊細な味わいは、キッチンに今までにない上質なインテリア空間をもたらす。加工の
難しい大判の一枚板を、伝統技術と最新のセラミック加工技術で仕上げた。

注目ポイント

①	味わい深い表情を持つ焼きものならではの高級感
②	高温にさらされても変形や変色が起こりにくい丈夫な素材
③	表面が硬質でキズや汚れが付きにくく、美しさが保たれる
④	調味料などが染み込みにくく、お手入れのしやすさも魅力

色褪せない強さと美しさを持つワークトップ

「リシェルSI セラミックトップ」

株式会社LIXIL　　
お問い合わせ　0120-190-521　
URL　http://www.lixil.co.jp/

黒の鉄フレームと無垢材の棚板を組み合わせ最小限
のパーツで構成した、シンプルでスタイリッシュなシ
ステムキッチン。異なるマテリアルを融合させるトレ
ンドを先取りした新発想のデザインである。

注目ポイント

①	黒の鉄と無垢材の組み合わせが斬新
② 	引き出しや扉などの収納をほとんど省く
③ 	独立ユニットと連結ユニットの組み合わせ
で多彩なプランニングが可能

④	無垢材のワークトップは４層のウレタン塗装
で耐水性に優れている（ステンレストップも選択可）

「黒の鉄×無垢の木」でデザインされたキッチン

「フレームキッチン」

株式会社ウッドワン　　お問い合わせ　0120-641-265　　URL　http://www.woodone.co.jp/

デザイン
性

高 級
志 向

高 級
志 向

高機能
性

高機能
性

お洒落に天井を有効活用　

「Ａｉｒシリーズ」

株式会社ナスタ　お問い合わせ　03-6779-8775（本社）　　 URL　http://www.nasta.co.jp/

天井に取り付けたベースの穴にポールを差し込み、
天井空間を活用するアイテムを同一デザインでシ
リーズ化した。「エアフープ」はシンプルなデザイン
の室内物干し。「エアトーチ」は天井から吊す補助照
明だけでなく、いざというときは懐中電灯として防
災用品の役目も果たす。また、これらは壁付けの「エ
アドット」で壁掛け収納もできる。

AirHoop AirTorch

AirDot

注目ポイント

①	未使用時でも内装と統一感のあるデザイン
②	簡単な着脱で天井空間を有効活用
③	観葉植物を吊したり、使い方はアイデア次第
	 （エアフープ）
④	照明部分は着脱可能（エアトーチ）

デザイン
性
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注目ポイント

【見まもりの安心】
①	設定温度よりぬるめに沸き上げ、浴槽に入ると設定温度まで「ゆるやかな追い
だき」を開始

②	「入浴タイマー機能」で入浴時間をお知らせし、長湯によるのぼせを対策
③	「浴室モニター機能」で浴室、浴槽への出入りを	
台所リモコンにお知らせ

	 ＊必ずしも入浴事故の発生を防ぐ機能ではない

【キレイの安心】
①	99.9％除菌※のＵＶ除菌ユニットで浴槽のお湯を	
除菌

	 ※条件によっては十分な効果が得られない場合がある。
	 　詳しくはホームページ、カタログで要確認。

②	追いだき配管は熱洗浄配管クリーン機能

見まもりの安心とキレイの安心

「給湯器GT−C62 プレミアム」
従来の給湯器にはなかった「見まもり」「キレイ」という視点で2つの安心をサポー
トする。給湯器本体にセンサーを内蔵、浴室リモコンに人感センサーを搭載。これ
らがヒートショックやのぼせなどの入浴事故発生の対策をサポートする。給湯器に
搭載したUV除菌ユニットで浴槽のお湯を除菌するなど新たな機能が追加された。

トクラス株式会社　
お問い合わせ　053-485-1561　　
URL  http://www.toclas.co.jp/

注目ポイント

①	内装建材「ただいま収納シリーズ」などで子ども
の規則正しい習慣付けをサポートする

②	家庭教育の専門家＊、建材メーカー、住宅会社が
共同で開発

	 ＊子ども導線　監修・アドバイザー
	 　家庭教育プロデューサー
	 　酒井 勇介氏

注目ポイント

①	湯をはるとき、給湯器リモコンで排水栓が自動
で閉まる

②	排水栓の“うっかり閉め忘れ”を解消
	 ※ ＨＡ端子付きリモコンに対応

規則正しい「生活習慣」や「学習習慣」を子どもに身に
つけやすくするための導線計画と各種収納アイテ
ム。子どもの行動と持ち物に合わせて「場所」と「収
納」を配置することで、効率よく片付けや整理整頓、
学習ができるようになることを応援し、また習慣化
を促す。

台所などに設置された給湯器リモコンのスイッチ
を押すだけで、自動的に浴槽の排水栓が閉まり、
湯はりがスタート。排水栓の閉め忘れを防ぎ、家
事の合間に湯はりができる便利な機能。

湯はりに合わせて排水栓を自動で閉める

「わすれま栓」

住友林業クレスト株式会社　
お問い合わせ　052-205-8405　　
URL　http://www.sumirin-crest.co.jp/

株式会社ノーリツ　お問い合わせ　0120-911-026　　URL　http://www.noritz.co.jp/

特  集

高付加価値・
高機能建材を探せ！

ランドセルをしまう、
服を着替える、
明日の準備をする

手洗いうがいをする

③ ただいま
クローゼット

② ただいま手洗い
靴をしまう

① ただいまクローク

連絡帳、宿題を出す

④ ただいまPOST
カウンターに収納した辞書などで宿題をする

⑤ ただいまカウンター

玄関

ダイニング リビング

高機能
性

高機能
性

高機能
性

“子ども導線”に注目した

「子育て生活応援住宅」
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住宅業界の旬な話題をお届けします！

　

住生活月間に考える、木造住宅とビルダーのこれから

藤井 繁子
『月刊HOUSING』編集長・リクルート住ま
い研究所主任研究員などを経てフリーの住生
活ジャーナリストに。マンション購入・戸建
建築・リフォームと自邸で実践しながら、国
内外で取材・コンサルティング活動を行う。

ここでちょっと一息

vol.61

56.4％、特に共同住宅では18.1％と木造が着実に増加し
ています。また、グラフのように、今回初めて木造の戸建
住宅における木住協シェアが20％になりました。地域ビル
ダーが協会組織に加入し、国の政策情報の共有や技術教育
を受けることで、大手だけでなく日本全体の住宅の質を担
保することにつながる数値といえます。
　自主統計は他にも、木住協会員の戸建住宅に占めるZEH
（ニアリーZEH含む）【10.8%】なども調査されています。

既存住宅分野では、インスペクターの拡充 
　既存建物取引時の重要事項説明において、既存住宅状況
調査を実施したかどうかの説明の義務を負うことになりま
す。木住協ではリフォーム支援制度として、すでに診断員
（インスペクター）の講習を実施し約1,000名を養成してき
ました。その実績を引き継ぐ形で国交大臣より「既存住宅状
況調査技術者講習機関」の登録を受け、リフォームから不動
産売買にも活躍できる人材育成が進んでいます。

事業と人材のマルチ化で、地域No.1を！
　木住協同様に建築工法別に設立された、プレハブ建築協
会（1963年設立223社）、日本ツーバイフォー建築協会
（1976年設立854社）。プレハブは早くから学校など住宅
以外の建築物での利用が多く、現在は商業施設・物流・オフィ
スなどにも拡大しています。ツーバイフォーも北米同様、多
様な建築物を前提にした工法。今や日本でも6階建の実験
棟が建ち、非住宅分野が着実に増えています。どちらも〝住
宅〟とは協会名に入っていません。木造建築が多様化する
今、日本木造住宅産業協会の名前が変わる日が来るかもし
れません。　
　新築住宅の需要が先細る今後、大手企業だけでなく地域
ビルダーも事業の多角化は必須。木住協などの組織を活用
しながら一人何役も担うマルチ人材を育て、建築・家に関わ
るマルチサービスの地域優良ビルダーとして信頼を得るこ
とが、一つの生き残り戦略ではないかと考えます。

　10月は「住生活月間」。子どもから大人までを対象に、国
交省や関連団体による住教育などの住まい関連イベントが
全国で開催されます（ちなみに10月18日は「木造住宅の
日」）。そのイベントの一つとして、日本木造住宅産業協会
（以下、木住協）が主催する【「木の家・こんな家に住みたい」
作文コンクール】の表彰式も10月28日（東京）に行われま
す。木の家への愛着などが子どもらしい視点や表現で綴ら
れた作文は、読み手の心を温かくしてくれます。受賞者の
作品は木住協ホームページで公開されますので、業界の
方々にはぜひ読んでいただきたいです。　

木造住宅の実績と動向、木住協シェア20％に
　その木住協は、木造軸組工法住宅の普及と木造住宅産業
の発展に寄与することを目的に、1986年に設立された団
体（会員597社）。毎年実施される自主統計結果が9月に発
表され、その内容と活動について考えてみました。
　自主統計は木住協会員の建築実績を国交省発表資料など
と照らし合わせて分析するもので、木造住宅の動向を確認
できます。新築住宅全体における木造住宅のシェアは

昨年の表彰式、市川木住協会長を囲んだ受賞者他。作文コンクール
は小学生対象で今年は20回記念（応募総数22,778点）

［小学校（宮城県東松島市・住友林業施工）］
コンセプトは「森の学校」。無垢材をふんだんに使い、木のぬくもりと大
開口のある明るい教室。公共施設の木造化は着実に進んでいる。
木造耐火構造についても、2時間耐火含め大臣認定の取得が進む＊木住協シェアは、木住協会員が建てた「在来木造住宅」のみの数

＜新築住宅＞

＜戸建住宅＞ ＜共同住宅＞

全新築住宅（97万戸）の木造シェア 56.4%
うち木住協シェア 18.0%（9.5万戸）

木造85.7%

56.4%

20.0
%

戸建（55万戸）の木造シェア 85.7%
うち木住協シェア 20.0%

共同（42万戸）の木造シェア 18.1%
うち木住協シェア 5.4％

木造18.1%

18.0%

5.4%5.4%
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の
排
除
こ
そ
最
優
先
事
項
と
い
う
答
え
を
導
き
出

し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
「
結
果
、
機
械
ト
ラ
ブ
ル
で
も
部
品
一
個
の
取

り
換
え
で
も
、
即
日
駆
け
つ
け
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
顧
客
と
の
濃
厚
な
関
係
が
構
築
さ
れ
、
売

り
上
げ
は
数
カ
月
の
う
ち
に
回
復
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
業
務
や
経
営
の
悩
み
な
ど
も
話
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
、
提
案
型
の
営
業
も
可
能
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

〝
１
時
間
圏
内
〟へ
の
絞
り
込
み
に
よ
り

全
国
展
開
で
き
る
新
事
業
が
誕
生

—

社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
食
事
会
で
は
、
終
業
後

の
拘
束
に
な
る
た
め
残
業
代
を
支
給
。
社
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
費
用
も
全
額
支
給
す
る
な

ど
、
綿
密
な
経
営
計
画
書
に
基
づ
く
社
内
改
革
に

も
着
手
し
た
。
苦
境
に
あ
っ
て
も
社
員
教
育
に
か

け
る
コ
ス
ト
は
節
約
し
な
い
の
が
鈴
木
氏
の
ポ
リ

シ
ー
だ
。

　
「
８
時
半
の
就
業
開
始
か
ら
30
分
間
を
費
や
し

て
の
整
理
整
頓
も
実
施
し
ま
し
た
。〝
探
し
の
排

除
〟を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
作
業
効
率
や
安
全
性

を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
で
す
。
か
つ
て
は
道
具
が

散
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
よ
う
に
整
頓
さ
れ
て
い
る
と
自

負
し
て
お
り
、
商
談
に
訪
れ
る
顧
客
か
ら
も
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
に
密
着

し
、
会
社
と
社
員
が
運
命
共
同
体
と
な
っ
て
成
長

す
る
。
そ
ん
な
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
文
化
さ
れ

た
経
営
計
画
書
を
、
社
員
全
員
が
携
帯
し
て
共
有

す
る
こ
と
を
徹
底
し
た
成
果
も
あ
り
、
こ
の
６
年

間
で
離
職
者
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
い
ま
す
」

—

〝
１
時
間
圏
内
〟の
実
行
で
生
ま
れ
変
わ
っ

た
同
社
は
、
事
業
規
模
の
拡
大
に
も
余
念
が
な
い
。

顧
客
の
声
を
ヒ
ン
ト
に
、「
商
売
の
本
質
」を
つ
く
も

の
、
つ
ま
り
食
品
の
よ
う
に
継
続
的
に
消
費
さ
れ

る
も
の
の
商
品
化
に
着
手
。
こ
う
し
て
誕
生
し
た

の
が
、
食
品
製
造
装
置
を
使
う
現
場
に
欠
か
せ
な

い
消
耗
品
で
あ
る
潤
滑
剤
の「
ベ
ル
ハ
ン
マ
ー
」だ
。

　
「
距
離
の
制
約
を
受
け
ず
全
国
展
開
が
可
能
な

こ
の
商
品
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
低
コ

ス
ト
で
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
新
聞
広
告
を
打
つ
の
が
コ
ス
ト
的
に
困
難
な
中

小
企
業
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
は
追

い
風
で
あ
り
、
新
事
業
展
開
に
は
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
」

—

「
弱
者
の
戦
略（
選
択
と
集
中
）」で
あ
る
顧

客
の〝
１
時
間
圏
内
〟へ
の
絞
り
込
み
と
、
そ
こ
か

ら
拾
い
上
げ
た
ヒ
ン
ト
で
生
み
出
し
た「
ベ
ル
ハ
ン

マ
ー
」を
武
器
と
し
た「
強
者
の
戦
略（
全
国
・
海
外

展
開
）」を
巧
み
に
使
い
分
け
る
ス
ズ
キ
機
工
。
ト
ッ

プ
の
強
い
思
い
と
決
断
力
、
そ
し
て
柔
軟
な
発
想

の
転
換
が
あ
れ
ば
、
中
小
企
業
が
大
き
く
飛
躍
で

き
る
と
い
う
希
望
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

食
品
メ
ー
カ
ー
向
け
製
造
装
置
の
設
計
・
販
売
に
転

換
。
２
０
０
２
年
頃
ま
で
に
は
一
応
の
危
機
は
脱
し

ま
し
た
が
、
忙
し
い
ば
か
り
で
儲
か
ら
な
い
。
事
業

の
新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
て
い
た
と
き
に
、
当
社

に
と
っ
て
転
機
と
な
る
大
事
件
が
起
き
た
ん
で
す
」

—

あ
る
日
、
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
至
急

の
装
置
設
計
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。
大
急
ぎ
で
先

方
に
駆
け
つ
け
、
そ
の
日
の
う
ち
に
設
計
図
面
を

提
出
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
翌
日
、
計
画
中
止

の
連
絡
が
入
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
同
社

を
訪
ね
た
鈴
木
氏
は
我
が
目
を
疑
っ
た
。
何
と
自

身
が
設
計
し
た
も
の
と
そ
っ
く
り
の
装
置
が
稼
働

し
て
い
た
の
だ
。

　
「
相
手
を
問
い
詰
め
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
よ
う
も

な
か
っ
た
。
せ
め
て
も
の
意
地
で
、
同
社
と
の
取
り

引
き
は
一
切
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
落
ち
着
い
て
か

ら
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
た
の
か
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
同
社
は
車
で
２
時
間
以
上
か
か
る
距
離

に
位
置
し
、
頻
繁
に
訪
ね
る
こ
と
が
時
間
的
に
不

可
能
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
人
と
人
と
の
心
の
距
離

も
遠
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
」

—

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
ス
ズ
キ
機
工
は

「
車
で
１
時
間
圏
内
」の
顧
客
に
す
べ
て
を
集
中
。

ど
ん
な
に
大
き
な
取
り
引
き
先
も
、
こ
の
条
件
か

ら
外
れ
て
い
れ
ば
整
理
を
断
行
し
た
。
結
果
、
売

り
上
げ
も
一
時
的
に
下
落
し
た
と
い
う
。
し
か

し
、
鈴
木
氏
に
迷
い
は
な
か
っ
た
。〝
忙
し
い
の

に
儲
か
ら
な
い
〟原
因
を
徹
底
分
析
し
、
非
効
率

〝
忙
し
い
け
れ
ど
儲
か
ら
な
い
〟の

打
開
策
は
距
離
的
な
非
効
率
の
排
除

—

年
間
10
万
本
を
売
り
上
げ
る
工
業
用
潤
滑

剤「
ベ
ル
ハ
ン
マ
ー
」を
生
み
出
し
た
ヒ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
ス
ズ
キ
機
工
。
年
間
１
０
０
社
以
上
の
企

業
が
視
察
に
訪
れ
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
も
取
材

が
殺
到
す
る
注
目
の
企
業
で
あ
る
。
だ
が
、
か
つ

て
は
倒
産
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
、
屈
辱
を
味

わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
苦
い
経

験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、「
片
道
１
時
間
圏

内
の
顧
客
に
絞
る
」と
い
う
事
業
戦
略
だ
。

　
「
も
と
も
と
は
18
Ｌ
缶
製
造
機
械
の
製
造
業
で
父

が
創
業
し
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
以
降
は
業
績
不
振

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
食
品
関
係
の
商
社
勤

務
だ
っ
た
私
が
引
き
継
ぎ
、
商
社
時
代
の
人
脈
で

綿密な経営計画書を作成し
社員全員で理念やビジョンを共有

〝片道1時間圏内〟に顧客を絞り
濃厚な関係構築を実現

顧客の声をヒントに〝商売の本質〟
をつく新事業を展開

ス
ズ
キ
機
工
株
式
会
社

ここが注目ポイント

取り引き先との〝距離〟を厳守し
信頼関係の構築から
新事業を生み出す

代表取締役

本　　社 	●	千葉県松戸市松飛台316-3 
創　　業 	●	1971年
資 本 金 	●	3,000万円
従 業 員 	●	16名
事業内容 	●	オーダーメイド産業用自動機械の

設計・制作、極圧潤滑剤LSベルハ
ンマーの製造・販売等

工場見学では、同社を代表する商品「ベルハンマー」を実際に使いながら説明

鈴木豊氏

社員全員が携帯して共有している
経営計画書

社会福祉法人まつど育成会の生活介護事業所
「あゆーる」に事業の一部を委託している いつもの道具がいつもの場所にあり、すぐに作業にとりかかれる
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わ が 社 の イチオシイチオシ

　建設資材を総合的に扱う弊社では、外壁材を中心と
した建設工事事業にも力を入れています。約5年前、
弊社長野工場でサイディングプレカットシステム「FB
システム」を開発し、さらに2年前に採寸とCAD入力
の手作業をデジタル化した革新的な「FBシステムデジ
タル」にバージョンアップしました。
　今まで手作業だった外壁の形や位置の測定を、高性
能レーザー「三次元測定器」で行います。計測データ
はモバイルで転送し、専用CADに読み込むことがで
きるので、誰でも容易にCAD入力できます。
　このシステムのおかげで計測ミスや数字の写し間違
い、CADへの入力ミスがなくなり、その結果、作業
時間とコストの削減が可能になりました。現在、弊社

の長野工場のほか、全国の建材店など18社のユー
ザーが利用しています。
　ユーザーからは、作業時間の短縮や正確さなどを喜
んでいただく一方、“CADの操作性を工夫してほしい”
などの声もいただいています。そうしたご要望に敏速
に対応するのが私の仕事で
す。皆様のご期待に応え、性
能のグレードアップを図り、
ゆくゆくは日本全国に「FBシ
ステムデジタル」の名前が広
がることを願っています。

作業時間とコストを削減する
サイディングプレカットシステム 棚橋 俊

と し

公
ゆ き

さん富国物産株式会社
外装部 施工技術グループリーダー

　環境省は2018年度予算概算要求で、新たな成長につ
ながる気候変動対策として、経済産業省、国土交通省と
連携して省エネ化促進のための予算新設を計画。
■ 経済産業省・国土交通省連携事業
　「ZEH化等による住宅における低炭素化促進事業」（62億円）

【事業概要】
① 戸建住宅において、ZEHの交付要件を満たす住宅を
新築・改修する者に定額の補助を行う。
② ZEHの要件を満たす住宅に、低炭素化に資する素材
（CLT、CNF※等）を一定量以上使用し、又は先進的な
再エネ熱利用技術を活用した戸建住宅を建築する際に定
額の補助を行う。
③ 分譲集合住宅及び賃貸集合住宅（一定規模以下）に
おいて、ZEH相当となるものを新築又は同基準を達成
するように既築住宅を改修する場合に、追加的に必要と
なる費用の一部に定額補助を行う。
※CLT：直交集成板（Cross Laminated Timber）
　CNF：セルロースナノファイバー（Cellulose Nanofiber）

【事業スキーム】
・対象：住宅（賃貸、分譲集合、戸建）を建築・改修す
　　　　る者

・補助率：①及び③定額（70万円/戸）
	    ②定額（上限額90万円/戸）
　　　　　   ※蓄電池3万円/kWh（上限額30万円）を別途補助

・実施期間：①は2018年度～2019年度
	 　　②及び③は2018年度～2022年度
■ 経済産業省連携事業
　「太陽光発電の自立化に向けた家庭用蓄電・蓄熱導入
事業」（84億円）

【事業概要】
住宅用太陽光発電設備（10kW未満）が設置されている
新築又は既築の住宅に①一定の要件を満たした家庭用蓄
電池、②蓄電池と合わせて導入する蓄熱設備を設置する
世帯に対し設備費と工事費の一部を補助。
要件：①家庭用蓄電池/②家庭用蓄熱設備

【事業スキーム】
・対象：戸建住宅を新築・改修する者
・補助率：①設備費：定額（３万円/kWh、上限1/3）/
工事費：定額（上限５万円/台)
②設備費及び工事費合わせて定額（上限５万円／戸） 
・実施期間：2018年度～2019年度

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

もう5年半前になりますが、それまで14年間各地で建材のルート営業に携わりま
した。数多くのメーカーと取引がある中で、特に住設機器メーカーの新商品発売
は、どんな商品が出てくるのかワクワクして楽しいものでした。今では当たり前の
システムキッチンの引き出し収納や、システムバスのバリアフリー仕様発売など
は、とても衝撃的だったことを覚えています。ただ残念なのは、長年賃貸住宅に
住む私は、まだそのような商品を使う機会に恵まれていないということです。（T）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　埼玉東支店　新越谷住宅展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

建物を正確に計測する三次元測定器と、
それをコントロールするタブレット PC

省エネ化促進予算を経済産業省、国土交通省と連携で新設
－環境省2018年度予算概算要求　
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2017年8月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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